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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』㈥

　

前
号
で
は
、
平
川
の
バ
イ
パ
ス
合
流
地

点
の
「
常
磐
橋
と
呉
服
橋
の
間
」
か
ら
、

下
流
の
江
戸
橋
付
近
ま
で
の
水
路
に
関
す

る
記
録
が
な
い
こ
と
、「
三
叉
」
が
湊
橋
辺

だ
っ
た
こ
と
、
日
本
橋
川
河
口
部
の
原
形

は
亀
島
川
の
水
路
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
初

期
の
日
本
橋
川
か
ら
震
災
復
興
と
日
本
橋

川
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
日
本

橋
川
に
つ
い
て
、ま
ず
概
観
し
て
み
ま
す
。

◇
戦
後
の
改
修
工
事

　

東
京
の
中
心
部
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九

四
五
）
年
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
な

ど
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
中
央
区
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
東
京
の
復
興
は
、
戦
災
後
の
焼
け

土
（
残
土
）
の
片
付
け
か
ら
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
復
興
事
業
の
一
環
で
し

た
が
、
復
興
の
進
行
が
さ
ら
に
残
土
を
生

み
、
残
土
の
山
が
復
興
を
妨
げ
る
、
と
い

う
悪
循
環
が
起
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
、
残
土
で
手
近
な
水
路
を
埋

め
る
の
が
合
理
的
と
判
断
し
、「
現
在
舟
行

に
役
立
た
な
い
川
」「
浄
化
の
困
難
な
川
」

を
埋
め
立
て
て
土
地
を
造
成
し
、
そ
れ
を

売
却
し
て
事
業
費
を
捻
出
す
る
方
法
を
と

っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
外
濠
川
や
三

十
間
堀
川
、
東
堀
留
川
、
新
川
、
浜
町
川

な
ど
、
い
ず
れ
も
江
戸
湊
の
運
河
だ
っ
た

水
路
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
版
の
『
区

政
の
あ
ゆ
み
』（
東
京
都
中
央
区
役
所
刊
）嘉永 江戸図（新修日本橋区史より）
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で
は
「
区
内
河
川
の
地
形
上
水
面
の
勾

配
が
ゆ
る
く
平
均
一
／
三
〇
〇
〇
程
度

で
潮
の
干
満
が
直
接
影
響
し
、
河
床
が

年
々
上
昇
す
る
の
で
、
昭
和
28
年
度
に

は
、
築
地
川
の
浚
渫
が
行
わ
れ
た
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
川
も
「
舟
運
は
近
来
陸
上
交

通
の
発
達
に
伴
い
年
々
減
少
し
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
、
昭
和
三
三
年
に

は
築
地
川
や
楓
川
、
箱
崎
川
な
ど
と
と

も
に
浚
渫
工
事
を
実
施
。
そ
の
後
も
継

続
さ
れ
て
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）

年
度
に
一
石
橋
上
流
か
ら
神
田
川
分
派

点
ま
で
実
施
さ
れ
て
、
浚
渫
工
事
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

◇
カ
ミ
ソ
リ
堤
防
の
建
設

　

一
方
、
高
潮
対
策
事
業
と
し
て
の
護

岸
改
修
や
老
化
護
岸
改
修
の
工
事
も
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
直
立
護
岸
＝
い
わ
ゆ

る
「
カ
ミ
ソ
リ
堤
防
」
の
建
設
で
す
。

東
京
港
の
高
潮
対
策
事
業
で
、
月
島
・

晴
海
地
区
は
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）

年
度
か
ら
防
潮
堤
工
事
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
防
潮
堤
の
天
端
高
は
臨
海
部
で

Ａ
Ｐ
（
※
）
＋
六
・
三
ｍ
、
陸
上
部
で

は
Ａ
Ｐ
＋
五
・
一
ｍ
。
継
続
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
月
島
・
晴
海
地
区
の
工
事

は
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
九
月

に
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
東
京
高
潮
対
策
事
業
は
昭
和
三

六
（
一
九
六
一
）
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
隅
田
川
や
亀
島
川
な
ど
が

対
象
河
川
で
、
防
潮
堤
や
水
門
・
閘
門

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
橋
川
の
工

事
は
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
か

ら
開
始
。
改
修
工
事
は
昭
和
五
四
（
一

九
七
九
）
年
度
ま
で
継
続
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
部
未
改
修
部

分
を
除
き
全
長
二
三
〇
八
ｍ
の
護
岸
の

改
修
と
水
門
一
基
の
建
設
が
行
わ
れ
、

工
事
は
完
了
。
こ
う
し
て
日
本
橋
川
の

両
岸
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
直
立
護
岸

（
Ａ
Ｐ
＋
五
・
五
ｍ
）
が
建
設
さ
れ
、
ビ

ル
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
辺

へ
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
ま

ま
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

※ 

Ａ
Ｐ
（
略
称
Ａ
・
Ｐ
・
０
＝

A
rakaw

a peil

・
０ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
、

peil

は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
「
基
準
」
を

意
味
す
る
）

　
　

 　

隅
田
川
の
川
底
を
荒
川
基
準
点

（
Ａ
・
Ｐ
・
０
）
と
定
め
、
潮
の
干

満
の
平
均
水
位
で
あ
る
一
・
一
三

四
メ
ー
ト
ル
を
「
東
京
湾
平
均
海

面
」（
Ｔ
・
Ｐ
・
０
）
と
定
め
た
も

の
。
全
国
の
土
地
の
「
標
高
」
を

決
め
る
日
本
水
準
原
点
は
、
こ
の

「
東
京
湾
平
均
海
面
」か
ら
標
高
二

四
・
四
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

に
あ
た
る
。

◇
水
路
の
上
を
高
速
道
路
が
走
る

　

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
三
月
に

道
路
整
備
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、

自
動
車
専
用
道
路
の
建
設
を
目
的
と
し

た
日
本
道
路
公
団
が
発
足
。
そ
し
て
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
六
月
に
は
首

都
高
速
道
路
公
団
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
東
京
を
中
心
と
す
る

道
路
網
と
、
都
内
の
道
路
網
を
自
動
車

交
通
中
心
に
再
編
成
す
る
た
め
の
準
備

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
一
年

に
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
仮
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
た
高

速
道
路
の
建
設
が
一
気
に
進
み
ま
し

た
。

　

高
速
道
路
の
建
設
に
際
し
て
、
用
地

の
確
保
の
原
則
は
公
共
用
地
（
一
般
道

路
・
河
川
・
埋
立
地
な
ど
）
の
利
用
を

中
心
と
し
て
、
民
有
地
は
で
き
る
だ
け

避
け
る
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
車
道
は
一
方
向
二
車

線
（
往
復
四
車
線
）
で
車
線
幅
は
三
・

二
五
ｍ（
路
線
の
幅
の
基
本
は
一
六
ｍ
）

で
、
中
央
に
分
離
帯
（
一
ｍ
以
上
）
を

設
け
る
構
造
。
河
川
の
場
合
は
、
川
を

干
拓
す
る
堀
割
式
と
水
面
の
上
を
覆
う

高
架
式
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸

－

東
京
の
経
済
活
動
を
支
え
て

き
た
楓
川
と
築
地
川
は
、昭
和
三
五（
一

九
六
〇
）年
五
月
に
埋
立
免
許
が
お
り
、

水
面
が
す
べ
て
道
路
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
二

月
に
、
首
都
高
速
一
号
線
の
汐
留
～
日

本
橋
本
町
区
間
が
供
用
開
始
。
楓
川
と

楓
川
・
築
地
川
連
絡
運
河
、
築
地
川
は

干
拓
さ
れ
て
、
川
底
に
高
速
道
路
が
建

設
さ
れ
る
堀
割
式
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
八
年
一
二
月
に
は

四
号
分
岐
線
の
江
戸
橋
～
呉
服
橋
間

（
六
〇
〇
ｍ
）
が
開
通
し
、
翌
三
九
年
八

月
に
は
同
４
号
線
の
呉
服
橋
～
信
濃
町

間
（
九
・
八
㎞
）
が
、
日
本
橋
川
の
水

面
上
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
日
本
橋
川

は
水
面
上
に
橋
脚
を
建
て
る
高
架
式
で

道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
橋
下

流
に
つ
く
ら
れ
た
江
戸
橋
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
は
高
速
道
路
一
号
線
・
四
号
線
・

六
号
線
が
交
差
。
道
路
は
三
重
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
最
上
の
路
面
は
水
面
よ

り
二
三
ｍ
の
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
橋
の
上
に
は
重
さ
二
五
ト
ン
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の
高
架
鉄
橋
が
架
設
さ
れ
て
、
橋
上
に

架
か
る
「
新
日
本
橋
」
が
出
現
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
三
崎
橋
附
近
か
ら
茅
場
橋

下
流
ま
で
、
日
本
橋
川
に
「
フ
タ
」
を

す
る
形
で
、
首
都
高
速
道
路
５
号
池
袋

線
、
都
心
環
状
線
、
首
都
高
速
６
号
向

島
線
が
走
り
、
水
辺
空
間
が
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
（
日
中
も
暗
く
、
空
が
見
え

な
い
）
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◇ 

河
川
法
の
改
正
で
日
本
橋
川
が

変
わ
る

　

昭
和
三
九
年
七
月
、
河
川
法
（
明
治

二
九
年
制
定
）
が
改
正
さ
れ
て
、
翌
年

四
月
一
日
新
河
川
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
で
、
外
濠
川
の
千
代
田

区
三
崎
町
三
丁
目
地
先
か
ら
中
央
区
八

重
洲
一
丁
目
地
先
の
水
路
が
日
本
橋
川

に
変
更
と
な
っ
て
、
隅
田
川
と
と
も
に

一
級
河
川
荒
川
水
系
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
橋
川
は
、
旧
外
濠
川
を
合
わ

せ
て
、
延
長
四
・
八
四
（
区
内
延
長
二
・

三
）
㎞
の
水
路
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
河
川
法
の
施
行
に
よ
り
、
一
級
河

川
荒
川
水
系
と
し
て
隅
田
川
と
日
本
橋

川
の
ほ
か
に
六
河
川
（
神
田
川
・
亀
島

川
・
築
地
川
・
築
地
川
東
支
川
・
築
地

川
南
支
川
・
月
島
川
）
が
指
定
さ
れ
、

二
級
単
独
水
系
と
し
て
二
河
川
（
築
地

川
・
汐
留
川
）
が
指
定
。
従
来
準
用
河

川
だ
っ
た
浜
町
川
の
ほ
か
五
河
川
（
桜

川
・
箱
崎
川
・
箱
崎
川
支
川
・
佃
川
・

佃
川
東
川
）
が
公
有
水
面
（
※
）
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
公
有
水
面

　
　

 　

河
・
湖
・
海
な
ど
国
家
ま
た
は

公
共
団
体
の
所
有
で
、
公
共
の
利

益
に
供
さ
れ
る
水
面
を
い
う
。

◇
日
本
橋
川
の
現
状

　

近
年
、
都
心
部
の
水
辺
空
間
の
活
用

が
話
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
な
か
で
、
日
本
橋
の
景
観
と
青
空

の
復
活
を
求
め
る
市
民
の
声
な
ど
も
あ

り
、
都
心
部
の
河
川
議
論
が
活
性
化
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
近
年
の
防
災
意
識
の
高

ま
り
や
舟
運
の
見
直
し
な
ど
も
あ
り
、

区
内
の
日
本
橋
川
に
は
二
ヶ
所
の
船
着

場
が
設
置
。
一
つ
は
常
磐
橋
防
災
船
着

場（
日
本
橋
本
石
町
二
丁
目
１
番
地
先
）

で
、
東
京
都
が
設
置
し
区
が
管
理
。
平

成
一
二
年
度
に
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
長
さ
は
四
三
・
一
ｍ
、
幅
二
・
八

五
ｍ
（
二
段
構
造
）
あ
り
、
災
害
時
に

は
陸
上
交
通
網
の
保
管
及
び
水
上
輸
送

基
地
に
、
平
常
時
は
公
益
の
た
め
の
利

用
が
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

は
日
本
橋
の
橋
詰
（
南
東
の
広
場
際
）

に
あ
る
日
本
橋
船
着
場
（
日
本
橋
一
丁

目
９
番
先
）
で
す
。
こ
ち
ら
は
中
央
区

が
設
置
・
管
理
し
、
平
成
二
三
（
二
〇

一
一
）年
度
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

長
さ
二
〇
ｍ
で
幅
六
ｍ
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
）。快
適
で
潤
い
の
あ
る
水
辺

空
間
と
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
機
能

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

◇
日
本
橋
川
に
架
か
る
橋

　

こ
こ
か
ら
、
日
本
橋
に
架
か
る
橋
を

上
流
か
ら
、簡
単
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
東
京
府
志
料
』
を
基
本
に
し
て
、
●
の

橋
は
『
中
央
区
史
』
を
参
照
し
ま
し
た
。

○ 

一
石
橋　

北
鞘
町
よ
り
西
河
岸
町
へ

架
す
。
長
さ
一
四
間
（
約
二
五
・
五

ｍ
）・
幅
三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）。
昔

は
大
橋
と
云
し
を
、
橋
の
南
北
に
幕

府
の
金
座
後
藤
庄
三
郎
、
呉
服
所
の

後
藤
縫
殿
助
の
両
家
が
あ
り
後
藤
と

五
斗
の
字
音
が
近
い
こ
と
か
ら
俗
に

一
石
橋
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
橋
名
と

な
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。

　

※ 

創
架
の
年
代
は
不
詳
で
す
が
、
寛

永
九
（
一
六
三
二
）
年
当
時
の
も

の
と
さ
れ
る
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
（
寛
永
江
戸
図
）
に
、
欄
干
の

あ
る
板
橋
を
描
い
て
一
石
橋
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
創
架
は
寛
永
期
か

そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
橋
名
に
つ
い
て
は
異
説
も
。

『
遊
歴
雑
記
』
に
は
「
む
か
し
永
楽

銭
の
通
用
を
禁
止
せ
し
め
給
い

て
、
永
楽
一
貫
文
を
持
出
る
も
の

に
は
玄
米
一
石
を
賜
い
、
此
処
に

米
俵
を
積
置
て
停
止
の
銭
一
貫
と

米
一
石
を
取
替
賜
う
ゆ
え
に
此
橋

を
然
い
え
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

こ
の
橋
上
に
立
っ
て
望
め
ば
日

本
橋
・
江
戸
橋
・
呉
服
橋
・
銭
亀

橋
・
道
三
橋
・
常
磐
橋
・
鍛
冶
橋

を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
一
石
橋
を
含
め
て
「
八
つ

見
橋
」の
呼
び
名
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

 　

橋
の
周
辺
に
は
民
家
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
日
本
橋
ほ
ど
多
く

の
火
災
被
害
を
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）

年
の
大
火
で
は
浅
草
橋
と
と
も
に

焼
失
を
免
れ
、
天
和
二
（
一
六
八

二
）
年
の
大
火
で
も
延
焼
を
免
れ
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て
い
ま
す
。

　
　

 　

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
の

「
橋
梁
一
覧
」
に
は
、
北
鞘
町
よ
り

西
河
岸
へ
渡
る
。
木
橋
、
長
さ
一

四
間
（
約
二
五
・
五
ｍ
）、
幅
三
間

（
約
五
・
五
ｍ
）、
明
治
六
（
一
八

七
三
）
年
架
設
、
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
正
一
一
年
に
架
替
え

ら
れ
て
、
長
さ
約
四
三
・
六
ｍ
、

幅
約
二
七
・
三
ｍ
、
八
月
に
竣
工

し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

現
在
の
橋
は
鋼
橋
で
、
長
さ
五

〇
・
二
～
六
〇
・
八
ｍ
、
有
効
幅

員
が
一
四
～
一
六
・
五
ｍ
。
上
り

が
平
成
一
三
年
、
下
り
は
昭
和
四

八
年
の
竣
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

西
河
岸
橋　

日
本
橋
川
右
岸
の
西
河

岸
に
ち
な
ん
だ
橋
名
で
、
江
戸
時
代

に
は
な
か
っ
た
橋
で
す
。
両
岸
の
交

通
の
便
を
は
か
る
た
め
、
榮
太
楼
主

人
細
田
氏
ら
の
主
唱
に
よ
っ
て
、
明

治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
頃
に
私
費

で
橋
を
架
け
る
案
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
諸
般
の
事
情
で
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
明
治
二
四
（
一
八

九
一
）
年
五
月
に
、
長
さ
二
八
間
余

（
約
五
一
ｍ
）、
幅
六
間
（
約
一
一
ｍ
）

の
鉄
橋
が
創
架
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

震
災
復
興
事
業
で
架
替
え
と
な

り
、
長
さ
五
二
ｍ
、
幅
員
一
一
ｍ
、

鈑
桁
、
竣
工
は
大
正
一
四
（
一
九
二

五
）
年
八
月
で
す
。

○ 

日
本
橋　

室
町
一
丁
目
よ
り
通
一
丁

目
へ
架
す
。
長
さ
二
九
間（
約
五
二
・

八
ｍ
）・
幅
七
間
（
約
一
二
・
八
ｍ
）

な
り
。
此
の
橋
東
京
の
中
央
に
し
て

日
本
全
国
の
里
程
も
此
よ
り
起
算
す

る
也
。

　

※ 

日
本
橋
が
架
け
ら
れ
た
時
期
に
つ

い
て
は
、
公
的
な
記
録
が
無
い
こ

と
も
あ
り
、
諸
説
あ
り
ま
す
。
慶

長
八
年
説
が
代
表
的
で
、
そ
の
根

拠
は
『
慶け
い
ち
ょ
う
け
ん
も
ん
し
ゅ
う

長
見
聞
集
』
と
『
武
江

年
表
』
で
す
。
慶
長
九
（
一
六
〇

四
）
年
二
月
四
日
に
、
公
儀
が
日

本
橋
を
起
点
に
諸
国
に
一
里
塚
を

築
か
せ
る
こ
と
を
命
令
し
て
い
る

こ
と
に
関
連
し
、『
見
聞
集
』
で
は

「
さ
れ
ば
日
本
橋
は
慶
長
八み

癸ず
の

卯と
う

年
江
戸
町
わ
り
の
時
節
新
敷
出
来

た
る
橋
な
り
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

ほ
か
に
「
慶
長
一
一
年
一
二
月

八
日
以
前
に
は
存
在
」
と
の
説

（『
江
戸
名
所
図
会
』）や
慶
長
一
七

年
以
後
の
説
（『
落
穂
集
追
加
』）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

ま
た
『
見
聞
集
』
に
「
此
橋
御

再
興
は
、元
和
四
戊
午
の
年
な
り
、

…
川
中
へ
両
方
よ
り
石
垣
を
つ
き

て
か
け
給
う
。
敷
板
の
う
え
三
十

七
間
四
尺
五
寸
広
四
間
二
尺
五

寸
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
が
橋
台

地
に
架
か
る
日
本
橋
の
規
模
を
示

し
た
最
古
の
記
録
で
す
。そ
し
て
、

火
事
が
多
か
っ
た
江
戸
の
中
心
地

に
架
か
る
日
本
橋
は
焼
失
す
る
こ

と
も
多
く
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）

年
の
大
火
以
降
、
安
政
五
（
一
八

五
八
）
年
ま
で
一
〇
回
も
焼
失
し

て
い
ま
す
。

　
　

 　

将
軍
が
乗
船
す
る
と
き
、
江
戸

城
で
誕
生
し
た
将
軍
は
辰
ノ
口
か

ら
、
そ
れ
以
外
の
将
軍
は
一
石
橋

際
か
ら
乗
船
す
る
の
が
通
例
。
船

は
御
濠
か
ら
日
本
橋
川
を
通
航
す

る
の
で
、
二
・
三
日
前
か
ら
川
筋

の
船
は
、
魚
河
岸
の
平
田
船
を
除

い
て
、
楓
川
や
東
西
の
堀
留
川
な

ど
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
当
日
、

日
本
橋
や
江
戸
橋
な
ど
の
橋
上
は

人
払
い
（
通
行
禁
止
）
措
置
が
取

ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　

 　

明
治
に
時
代
が
変
わ
り
、
同
六

（
一
八
七
三
）年
五
月
の
改
架
で
は

木
橋
で
し
た
が
、
人
道
と
車
道
が

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一

二
月
に
は
、
日
本
橋
の
中
央
が
諸

街
道
起
程
の
元
標
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
翌
七
年
に
は
橋
の
南
詰
に

あ
っ
た
高
札
場
も
廃
止
さ
れ
、
日

本
橋
と
そ
の
周
辺
に
も
時
代
の
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
　

 　

現
在
の
日
本
橋
は
、
明
治
四
四

年
三
月
の
竣
工
で
、長
さ
は
四
九
・

一
ｍ
、
有
効
幅
員
が
二
七
・
三
ｍ
。

震
災
や
戦
災
を
経
な
が
ら
も
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

○ 

江
戸
橋　

本
船
町
よ
り
錦
町
へ
架

す
。
長
さ
二
七
間
（
約
四
九
ｍ
）・
幅

四
間
一
尺
五
寸
（
約
七
・
七
ｍ
）。
江

戸
鹿
子
に
云
う
、
日
本
橋
に
対
し
て

江
戸
橋
と
呼
ぶ
と
。

　

※ 

江
戸
橋
は
日
本
橋
と
同
様
に
、
江

戸
初
期
に
創
架
さ
れ
た
代
表
的
な

大
橋
の
一
つ
で
す
が
、
創
架
時
期

に
つ
い
て
の
、
公
的
な
記
録
は
な

い
の
で
す
。
寛
永
江
戸
図
に
も
、

描
か
れ
て
い
る
も
の
や
描
か
れ
て

い
な
い
も
の
、
周
囲
の
橋
と
は
対

照
的
に
直
線
の
み
で
描
か
れ
て
い

る
も
の
な
ど
と
様
々
で
す
が
、
寛

永
九
（
一
六
三
二
）
年
に
は
す
で

に
創
架
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　

 　

橋
名
に
つ
い
て
は
、『
江
戸
鹿
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子
』
に
「
日
本
橋
に
相
続
て
江
戸

橋
と
称
に
や
」と
あ
る
通
り
で
す
。

江
戸
橋
の
付
近
は
、
江
戸
の
初
期

に
は
江
戸
湊
の
出
入
口
と
し
て
、

舟
運
で
賑
わ
っ
た
場
所
。
南
の
橋

詰
に
は
船
宿
も
あ
り
、
隅
田
川
舟

遊
び
の
屋
形
船
や
猪
牙
舟
が
行
き

交
う
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

 　
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
「
南
の

橋
詰
巽
の
角
に
船
宿
あ
り
、
江
戸

の
内
諸
方
へ
の
船
場
な
り
。
又
同

所
西
の
方
木
更
津
河
岸
と
宇
す
。

房
州
木
更
津
海
往
還
の
船
こ
こ
に

集
う
故
に
名
と
す
」
と
あ
り
、
橋

の
際
に
木
更
津
船
の
発
着
場
が
あ

り
、
乗
降
客
や
荷
の
積
み
下
ろ
し

な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
橋
際
に
高
札
場
が
あ
り

ま
し
た
が
、
日
本
橋
と
は
異
な
っ

て
、
河
川
に
関
す
る
高
札
が
掲
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
橋

を
中
心
に
し
て
舟
運
が
盛
ん
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
　

 　

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
の

『
橋
梁
一
覧
』
に
「
本
舟
町
よ
り
錦

町
へ
渡
る
。
石
橋
、
長
さ
二
二
間

（
約
四
〇
ｍ
）、
幅
八
間
（
約
一
四
・

五
ｍ
）、
明
治
八
年
五
月
架
設
」
と

あ
り
ま
す
が
、
拱
石
の
厚
さ
が
不

完
全
で
橋
の
沈
下
が
起
こ
り
、
崩

壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
明

治
三
四
年
一
〇
月
に
改
架
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
架
替
え
で
、
長
さ
二

〇
間
（
約
三
六
・
四
ｍ
）、
幅
八
間

（
約
一
四
・
五
ｍ
）
の
鉄
橋
が
竣
工

し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

現
在
の
橋
は
、
震
災
復
興
事
業

の
昭
和
通
り
の
建
設
に
伴
い
、
震

災
前
よ
り
約
九
〇
ｍ
上
流
に
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
長
さ
約
六
三
・
四

ｍ
、
幅
約
四
五
・
七
ｍ
、
鋼
製
ア
ー

チ
橋
で
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

一
二
月
の
竣
工
で
す
。

○ 

鎧
橋　

兜
町
よ
り
小
網
町
二
丁
目
へ

架
す
。
長
さ
三
〇
間
（
約
五
四
・
六

ｍ
）・
幅
四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）。
往

古
こ
の
辺
は
入
江
に
し
て
大
な
る
渡

津
な
り
。源
頼
義
奥
州
へ
下
向
の
時
、

風
暴
く
浪
激
し
け
れ
ば
鎧
を
沈
め
て

河
伯
に
祈
り
、
終
に
渡
る
こ
と
を
得

た
り
。
故
に
後
世
此
所
を
鎧
淵
と
云

い
、
渡
津
を
も
鎧
渡
し
と
号
す
。
明

治
五
年
始
め
て
橋
を
架
す
。

　

※ 

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
一
一
月

に
創
架
さ
れ
た
木
橋
で
、
三
井
・

小
野
・
島
田
の
三
家
が
出
資
し
て

架
け
ら
れ
ま
し
た
。明
治
一
五（
一

八
八
二
）
年
の
『
橋
梁
一
覧
』
に

「
南
茅
場
町
兜
町
境
よ
り
小
網
町

二
丁
目
へ
渡
る
。
木
橋
、
長
さ
三

〇
間
（
約
五
五
ｍ
）、
幅
四
間
（
約

七
・
三
ｍ
）、
明
治
五
年
一
一
月
架

設
」と
あ
り
ま
す
。
明
治
二
一（
一

八
八
八
）
年
に
改
架
さ
れ
、
東
京

市
内
の
鉄
橋
と
し
て
は
明
治
一
一

年
の
弾
正
橋
、
同
一
六
年
の
浅
草

橋
に
次
い
で
三
番
目
の
鉄
橋
で
し

た
。

　
　

 　

現
在
の
橋
は
、
鋼
橋
で
長
さ
約

五
六
・
七
ｍ
、
幅
約
二
三
・
九
ｍ
、

竣
工
は
昭
和
三
二
年
三
月
で
す
。

● 

茅
場
橋　

震
災
後
の
復
興
事
業
で
昭

和
通
り
の
建
設
に
伴
い
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
橋
区
南
茅
場
町
よ
り
小

網
町
三
丁
目
に
架
か
る
鋼
橋
で
、
長

さ
約
五
二
・
一
ｍ
、
幅
三
三
・
八
ｍ
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
二
月
の

竣
工
で
す
。

 

○ 

湊
橋　

南
新
堀
一
丁
目
よ
り
北
新
堀

へ
架
す
。
長
さ
二
二
間
（
約
四
〇

ｍ
）・
幅
四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）。
名

義
詳
な
ら
ず
。

　

※ 

『
寛
文
新
板
江
戸
絵
図
』に「
み
な

と
は
し
」
と
あ
り
、『
江
戸
惣
鹿
子

名
所
大
全
』
に
は
「
諸
国
の
舟
ど

も
集
ど
ふ
み
な
と
な
れ
ば
か
く
よ

ぶ
の
み
」と
あ
り
ま
す
。
ま
た『
新

撰
東
京
名
所
図
会
』
に
は
「
鉄
質

に
し
て
長
一
八
間
九
尺
（
約
三
五

ｍ
）
幅
六
間
二
尺
（
約
一
一
・
五

ｍ
）
と
す
。
明
治
二
十
八
年
の
竣

成
に
係
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

現
在
の
橋
は
、
震
災
後
の
復
興

事
業
で
架
替
え
と
な
り
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
長
さ
四
九
ｍ
、

幅
約
一
八
・
五
ｍ
で
、
昭
和
三
（
一

九
二
八
）
年
の
竣
工
で
す
。

○ 

豊
海
橋　

南
新
堀
二
丁
目
よ
り
新
永

代
町
へ
架
す
。
長
さ
二
二
間
（
約
四

〇
ｍ
）・
幅
二
間
（
約
三
・
七
ｍ
）。

名
義
詳
な
ら
ず
。
一
名
乙
女
橋
と
云

う
。

　

※ 

日
本
橋
川
の
河
口
に
架
か
る
。
元

禄
一
一
（
一
六
九
八
）
年
の
創
架
。

『
再
校
江
戸
砂
子
』
に
「
豊
海
橋
・

俗
乙
女
橋
と
い
ふ
。
新
堀
大
川
口

の
は
し
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

現
在
の
橋
は
、
震
災
後
の
復
興

事
業
で
架
替
え
ら
れ
た
橋
。
日
本

橋
川
の
北
側
部
分
の
川
幅
が
拡
げ

ら
れ
た
た
め
、
橋
は
川
下
に
移
動

し
て
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
さ
四

六
・
三
ｍ
、
有
効
幅
員
が
八
ｍ
の

鉄
橋
で
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
九
月
の
竣
工
で
す
。
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◇
日
本
橋
川
筋
の
河
岸

　

こ
れ
か
ら
日
本
橋
川
の
河
岸
に
移
り

ま
す
。
日
本
橋
川
の
両
岸
に
は
、
河
口

部
ま
で
様
々
な
河
岸
が
連
な
っ
て
い
ま

し
た
。
上
流
部
か
ら
、
左
岸
に
は
①
北

鞘
河
岸
②
裏
河
岸
（
品
川
河
岸
）
③
魚

河
岸
（
本
船
河
岸
・
芝
河
岸
・
中
河
岸
・

地
引
河
岸
・
高
間
河
岸
）
④
末
広
河
岸

⑤
鎧
河
岸
（
小
網
河
岸
）
⑥
北
新
堀
河

岸
、
右
岸
に
は
⑦
西
河
岸
⑧
四
日
市
河

岸
⑨
兜
河
岸
⑩
茅
場
河
岸
⑪
南
新
堀
河

岸
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
河
岸
地
に
は
、船
遊
山（
船

遊
び
）
の
流
行
に
つ
れ
て
船
宿
も
多
く

置
か
れ
ま
し
た
。
文
化
年
間
の
江
戸
の

船
宿
の
数
は
、
六
〇
〇
余
を
数
え
る
ほ

ど
。
船
宿
の
多
く
は
隅
田
川
の
河
岸
に

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
橋
・
江

戸
橋
を
中
心
と
す
る
日
本
橋
川
筋
の
河

岸
に
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
版
の
『
江

戸
流
行
細
撰
記
』
に
は
、
日
本
橋
に
三

浦
屋
・
ゑ
び
す
屋
・
大
津
屋
・
和
泉
屋
・

志
満
屋
・
槌
屋
が
あ
り
、
江
戸
橋
に
は

吉
田
屋
・
尾
張
屋
・
西
の
宮
・
大
黒
屋
・

吉
野
屋
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
北

鞘
町
に
岡
ま
つ
・
紀
よ
し
屋
・
三
浦
屋
・

紀
の
国
屋
・
み
ど
り
屋
・
伊
勢
屋
、
品

川
町
に
伊
勢
屋
、
小
網
町
三
丁
目
に
大

黒
屋
・
三
浦
屋
・
ふ
じ
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
西
河
岸
に
上
総
屋
・
小
槌

屋
・
吉
野
屋
・
ゑ
び
す
屋
、
茅
場
町
に

は
中
村
屋
・
鈴
木
屋
・
園
村
屋
・
吉
野

屋
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
船
宿
の
客
船
（
屋
形
船
・
屋
根

船
・
猪
牙
船
の
三
種
）
は
百
艘
に
制
限

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、『
続
江
戸
砂
子
』

に
は
、
江
戸
橋
に
一
九
艘
、
一
石
橋
本

町
河
岸
に
八
艘
、
稲
荷
橋
八
町
堀
川
一

九
艘
、
浅
草
橋
・
柳
橋
を
中
心
に
一
六

艘
、
塩
留
橋
一
四
艘
な
ど
と
あ
り
、
各

河
岸
に
屋
形
船
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
題
に
入
り
ま
す
。
日
本

橋
川
沿
い
の
河
岸
名
の
由
来
や
問
屋
の

分
布
を
業
種
ご
と
に
整
理
し
て
、
江
戸

か
ら
明
治
に
か
け
て
の
特
徴
な
ど
を
考

察
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

◇
『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』
で
は

　

文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
の
『
江

戸
十
組
問
屋
便
覧
』（
以
下
、『
便
覧
』

と
し
ま
す
）
に
よ
る
と
、
六
二
組
合
に

所
属
す
る
問
屋
は
一
九
三
一
軒
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
現
在
の
中
央
区

以
外
の
三
五
〇
軒
を
除
く
と
、
日
本
橋

地
区
・
京
橋
地
区
に
一
五
八
一
軒
と
な

り
、
問
屋
総
数
の
約
八
一
％
を
中
央
区

内
で
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
屋
の
多
く
は
、
江
戸
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
本
町
通

り
・
通
り
町
筋
（
現
・
中
央
通
り
）
と
、

日
本
橋
川
沿
い
の
河
岸
地
＝
南
新
堀
・

本
船
町
・
南
茅
場
町
・
小
網
町
三
丁
目

な
ど
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
と
く
に

河
岸
地
の
問
屋
は
、
本
町
通
り
な
ど
の

問
屋
と
違
っ
て
、
酒
・
醤
油
・
荒
物
・

雑
貨
な
ど
嵩
張
り
も
の
を
扱
う
問
屋
が

多
か
っ
た
こ
と
が
特
色
で
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
河
岸
地
の
周
辺
地
区

に
は
荷
揚
人
足
や
運
送
業
に
係
わ
る
人

た
ち
も
多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

◇ 

『
諸
問
屋
名
前
帳
』
か
ら
分
布
を

み
る

　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
諸
問
屋

再
興
（『
諸
問
屋
名
前
帳
』、
以
下
『
名

前
帳
』）
に
よ
る
と
、
当
時
の
府
内
に
は

一
二
四
六
九
軒
の
問
屋
が
あ
り
、
そ
の

内
、
中
央
区
内
は
三
六
七
二
軒
。
こ
の

問
屋
数
か
ら
、「
舂
米
屋
」
と
「
炭
薪
仲

買
」
が
扱
う
品
物
は
生
活
必
需
品
で
ど

の
町
に
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を

引
い
た
数
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
通

り
に
な
り
ま
す
。

　

府
内
問
屋
数　
　
　

一
二
四
六
九
軒

　
　

舂
米
屋 

二
七
〇
八
軒

　
　

炭
薪
仲
買 

三
八
四
二
軒

　
　

合
計 

五
九
一
九
軒

　

区
内
問
屋
数 

三
六
七
二
軒

　
　

同 

五
五
九
軒

　
　

同 

七
一
〇
軒

　
　

合
計 

二
四
〇
三
軒

　

こ
の
よ
う
に
、
舂
米
屋
と
炭
薪
仲
買

の
軒
数
を
総
数
か
ら
除
き
ま
す
と
、
府

内
問
屋
数
五
九
一
九
軒
の
う
ち
、
中
央

区
内
に
は
二
四
〇
三
軒
。
実
に
府
内
の

約
四
一
％
の
問
屋
が
集
中
し
て
い
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）

年
の
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
も
参
考
に

し
て
、
次
号
か
ら
各
河
岸
に
つ
い
て
、

考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
菅
原
健
二
）
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